
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

昨年度は、ゆめ喫茶、であい展、大掃除等の瀬戸会館の行事に多くの皆様が参加、協力 

していただきありがとうございました。 

    今年度も、福祉の向上や人権啓発の住民の拠点となる開かれた瀬戸会館をめざして取り 

組んでまいりますので、よろしくお願いします。        

瀬戸会館職員一同 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３月３１日（火）若葉会 

の皆さんは、高知県の「自 

由民権記念館」で歴史を学 

び、高知城の散策等で親睦 

を深めました。 

★ゆめじゅく編集委員会        

１１日 (月)  １３時３０分～ 

★移動図書館青い鳥号 

１２日（火）・２６日（火） 

１５時１０分～１５時５０分 

★回転木馬 

１３日（水） １０時００分～１０時 3０分 

  

〒792-0821 新居浜市瀬戸町 7-30 

ＴＥＬ ：0897-41-5859（Fax 兼用） 

E-mail ：seto@city.niihama.lg.jp 

 

★人権のつどい日 

１１日（月）１９時３０分～２１時 

★ゆめ喫茶 

１５日（金）１０時～１１時 

★人権・同和教育関係行事 

８日（金）女性部総会・研修会（松山市） 

２７日（水）隣保館職員・所管課職員新任者研修会 

（宇和島市） 

 

 

 

 

 

 

 

2026(令和 8)年 

地域の話題２ 

防草シート張り 
 

地域の話題１ 

若葉会 歴史学習会
親睦会 ３月２９日(日)人権対策協議

会新居浜支部青年部の皆さんが、

瀬戸会館敷地の美観・雑草対策の

ため、防草シートを張ってくださ

いました。ありがとうございまし

た。 
 

 

4 月 11 日（土）に今年度第 1回目の「人権のつどい日」が開催されました。 

今回は、人権教育課から「新規購入視聴覚教材（DVD）」の紹介がありました。 

今年度、４本の視聴覚教材（DVD）を購入し、以下がその紹介になります。 

⑴ 『母のさがしもの 認知症とともに生きる』（32 分・東映） 

○ テーマ：『ともに生きる』社会の実現 

○ 内 容：認知症に関する理解を深め、認知症の人の不安や家族の悩みを知り、本人や家族の孤立を 

防ぐために介護者や地域の交流の重要性、本人の気持ちに寄り添うことの大切さについて考える 

⑵ 『反対する理由 結婚差別を乗り越えて』（21 分・映学社） 

○ テーマ：部落差別はされる側もする側も不幸にする 

○ 内 容：偏見や差別意識にとらわれた生き方は、自分で自分たちの生き方をいかに不自由にしているかに

ついて実感し結婚差別を乗り越えることについて考える 

⑶ 『見上げれば』（34分・兵庫県） 

○ テーマ：「社会におけるひきこもりと人権～誰もが支え合える社会の実現をめざして～」 

○ 内 容：ひきこもりに対して、できるだけ早い段階で適切な支援につなげることの重要性、信頼で 

きる他者とのつながりや寄り添ってくれる人のいる「居場所」が回復のきっかけになること 

について知る。 

⑷ 『聴く力～相手を想う傾聴コミュニケーション～』（23 分・東映） 

○ テーマ：異なる想いや悩みを抱える人々に気づき、相手の心の声に耳を傾ける 

 ○ 内  容：① 障がい者…「合理的配慮」、本人の意思を聴くところから始めることの大切さ 

          ② 外国人…その人自身をしっかり理解するために、日頃からお互いの想いや考えを言葉にして、

共有しておくことの必要性 

      ③ LGBTQ/部落差別…自分が当事者だったらどう思うだろうかという当事者意識をもって行

動することの必要性 

       ④ ジェンダー…自分は大丈夫だと慢心せずに、人権感覚を常に磨いていくことの大切さ 

         ⑤ 傾聴から敬聴へ…相手を想い、「敬って聴く」ことの大切さ 

今回は、⑶『見上げれば』を参加者全員で視聴しました。「ひきこもり」をテーマにした動画ですが、現代社

会が抱える問題について深く考えるきっかけとなる動画でした。 

 

このほかにも人権教育課には多くの視聴覚教材（DVD）があります。個人・団体・職場等での研修、学校の

授業や集会で利用可能です。貸出しを希望される場合は、直接、人権教育課（市役所５階）にお越しください。 

   

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 質問です。あなたは人といるとき、 

 自分を立てていますか。 

 それとも、 

相手を立てていますか。
 

瀬戸会館では、人権、健康、福祉、生活等の各種相談を行っています。 

お気軽にご相談ください。 

 

 

 

 

 

 

 

１８７４年、２人の男が「イギリス首相」の座をめぐって争っていました。 

自由党党首のウィリアム・グラッドストンと保守党党首ベンジャミン・ディ 

ズレーリの二人です。一人目のグラッドストンは、大金持ちの息子で、オッ 

クスフォード大学を首席で卒業した秀才です。二人目のディズレーリは、移 

民の家系で、若い頃は商売に手を出すものの破産に追い込まれるなど、波 

瀾万丈の末に政治家となった人物です。 

投票の一週間前にある女性が、偶然にこの二人と会食する機会がありまし 

た。メディアはその女性にインタビューをしました。「二人の印象はどうだ 

った？」と。彼女の答えです。 

「最初のグラッドストンは、イギリスで一番頭のいい男性ね。」と。そし 

て、「次のディズレーリは、私がイギリスで一番賢い女性だと思わせてくれたわ。」 

この言葉をメディアは大きく取り上げました。そして、その時の選挙ではどちらが勝ったと思い

ますか？ 

そう、二人目のディズレーリです。人々は「一番頭がいい」人物よりも、「一番頭がいいのはあな

ただ、と思わせてくれる人物」を選びました。 

ディズレーリの態度は、「相手を大切にすることの大切さ」「人間同士のふれあいの大事さ」、そ

して、「ひとはみんな、自分を大切にしてくれる、誰かを必要としている。」ということを教えてく

れているのではないでしょうか。 

 

 

 

 

 

 

 

「相手ファースト」こそ、円満な人間関係を築く秘訣です。では、具体的にどのようにすれば良

いのでしょうか。それが、「7対3の法則」です。7割相手に話をしてもらい、自分が話すのは

3割で十分ということです。相手の話をたくさん引き出す 

ためには、7対3の割合で聞き役に徹する。これこそが、 

「相手ファースト」であり、相手を立てる心遣いで大切 

にしなければならない基本だと思います。 

ディズレーリは、この「7対3の法則」を正しく理解し、 

実行できていたのでしょう。是非、私も「7対3の法則」を 

心がけてみたいと思います。 

 

 

※４月２１日現在の予定を記載しております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

あなたが他人にしてあげられる最も偉大なことは、あなたの富を分け与えるこ

とではなく、その人が持っている素晴らしさを示してあげることだ。 

㊟ ベンジャミン・ディズレーリ（1804～1881 年）イギリスの政治家、小説家。保守党首と

なり、首相を二期務める。小説家としても活躍。 

 

 

 

質問です。あなたは人といるとき、 

自分を立てていますか？ 

それとも、 

相手を立てていますか？

 


